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十月のこよみ

回想困閣囲

人のうこき（紫繰言基）

人　　口　10，043人　（＋24）

男　　　　4，793　　（17）

女　　　　5，250　　（十27）

臆指数　　2，702戸　（＋8）

（）内は前月比

赤
い
羽
根
共
同
募
金

の
お
願
い

今
年
も
十
月
一
口
よ
り
赤
い
羽
根
典

同
基
金
が
始
り
ま
し
た
。
こ
の
募
金
は

社
会
福
祉
施
設
の
盤
鵬
充
実
、
坐
満
額

畿
邦
薬
篭
に
使
用
さ
れ
、
毎
年
皆
様
方

の
暖
い
募
金
よ
り
、
そ
の
独
充
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。
何
挙
、
共
同
募
金
版
元

を
お
轍
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
募
金
は
各
医
長
さ
ん
を
通
じ
実

施
い
た
し
ま
す
の
で
申
し
添
え
ま
す
。

児
童
福
祉
施
設
に
遊
具
、

教
材
等
を
送
り
ま
し
ょ
う

児
帝
福
祉
施
設
で
は
、
子
供
達
の
遊

具
や
教
材
の
不
足
に
困
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
方
の
家
庭
内
で
便
わ
な
く
な
っ
た

遊
具
、
玩
具
、
教
材
、
楽
器
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
寄
附
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
品
物
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

区
の
郷
入
会
厳
さ
ん
に
御
協
議
く
だ
さ

ね
た
き
り
老
人
等
に
対

す
る
老
人
医
療
費
の
無
料

化
に
つ
い
て

昭
和
四
十
八
年
十
月
一
口
よ
り
六
－

五
才
以
上
七
十
才
未
満
の
者
で
あ
っ

て
、
身
体
上
又
は
、
精
郡
上
の
陣
雷
が

あ
っ
て
日
常
生
活
を
営
む
の
に
皮
脂
の

あ
る
、
い
わ
ゆ
る
ね
た
き
り
老
人
等
に

対
し
て
、
巳
十
才
以
上
の
者
と
同
様

に
、
老
人
医
療
費
の
無
料
化
が
行
な
わ

れ
ま
す
。

「
∴
該
当
者

m
身
体
辞
富
者
等
級
表
の
一
級
か
ら
三

級
ま
で
に
該
当
す
る
者
。
及
び
、
四

散
の
音
声
機
能
又
は
、
言
語
機
能
の

酷
暑
に
該
当
す
る
者
、
又
は
、
何
級

の
う
ち
下
肢
障
嵩
の
÷
弓
、
三
号
、

囲
号
に
該
当
す
る
諸
。

㈲
陣
揖
宿
金
、
騨
膏
福
祉
年
金
の
受
給

櫛若。

二
、
手
続
場
所

役
幼
福
祉
係

一
「
持
参
品

川
身
体
障
常
客
手
腕
及
び
離
薯
年
金
千

振
㈲
国
民
秘
蹟
保
険
誼
又
は
、
社
会
保
険

証
㈲
印
鑑

※
身
体
臨
書
者
及
び
、
随
喜
年
金
等
の

手
帳
を
持
っ
て
お
ら
れ
な
い
万
で
、
〓

帯
生
活
∵
々
樟
∵
む
の
に
支
障
の
あ
る
万

は
、
医
師
の
診
断
に
よ
り
講
求
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
診
断
吾
は
、
役
場
福
祉
係
に

あ
り
ま
す
の
で
、
役
場
で
受
領
の
う
え

病
院
へ
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

遠
賀
町
職
員
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

去
る
九
月
　
－
十
日
I
J
の
風
光
文
吉

で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
明
年
囲

月
以
降
に
採
用
予
定
の
遠
質
問
職

員
採
用
試
戯
公
告
の
槻
要
は
左
記

の
と
お
り
で
す
か
ら
、
受
験
香
草

者
は
来
る
十
月
二
十
日
（
土
）
ま

で
に
役
場
庶
務
秋
に
申
し
込
ま
れ

ま
す
よ
う
沌
度
お
知
ら
せ
し
ま

す。

日
記

1
、
受
験
資
格

年
令
は
男
卑
と
も
冊
和
2
4
年

4
月
2
日
か
ら
昭
和
3
1
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
れ
た
者
で
あ
れ

ば
学
脛
を
闘
い
ま
せ
ん
。

2
、
第
一
次
試
験

用
　
試
験
の
方
法

公
務
H
と
し
て
必
要
な
一
般
教

蕪
及
び
知
能
に
つ
い
て
、
択
一

式
に
よ
る
鎚
記
試
験
を
‥
…
般
隼

集
積
度
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、

文
章
に
よ
る
表
現
力
に
つ
い
て

作
文
調
験
を
し
ま
す
。

㈲
∴
試
験
の
i
1
時
等

旧
知
4
8
年
Ⅱ
月
n
H
（
日
）
場

所
に
つ
い
て
は
現
存
未
決
定
に

つ
き
申
込
者
に
砥
接
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

3
、
植
込
み
に
つ
い
て

申
込
用
紙
は
役
場
熊
務
謀
で
交

付
し
ま
す
の
で
必
要
押
頂
を
記

入
し
て
1
0
月
豹
日
（
上
）
1
2
時

0
0
分
ま
一
し
ぼ
提
出
し
て
く
だ
さ

4
、
囲
い
合
せ
は

詳
し
い
　
」
と
は
役
場
臆
路
標
に

お
専
ね
く
だ
さ
い
。

i
u
r
消
　
3
　
●
1
2
3
4

nu

十
四
　
日

1

　

L

　

〓

法
の
日
、
男
働
衛
生
週

間
、
赤
い
羽
根
募
金

体
育
の
日
、
日
の
受
継

デー鉄
道
記
念
目

途
費
間
お
く
ん
ち

貯
薄
の
〓

十
三
日
∴
電
信
郁
諒
治
零
日
、
新

聞
少
年
の
H

一
十
七
日
∴
議
書
週
間
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行
政
、
心
配
ご
と
の
合

同
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

行
政
管
理
庁
で
は
、
1
0
月
1
4
日
（
‖

）
～
1
0
月
0
0
臼
（
土
）
ま
で
の
一
週
間

を
「
行
政
相
談
週
間
」
と
定
め
、
全
国

一
斉
に
行
政
相
談
に
つ
い
て
の
諸
行
事

を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

つ
い
て
は
、
当
町
に
お
い
て
も
左
紀

に
よ
り
行
政
相
談
と
心
配
ご
と
に
つ
い

て
の
合
同
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で

苦
情
、
悪
鬼
、
相
談
の
あ
る
方
は
述
厳

な
く
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

記

日
時
　
1
0
月
1
9
日
（
金
）

1
3
時
～
1
6
時

場
所
　
町
公
民
館
別
館

戦
没
者
の
萎
及
び
父
母

等
に
対
す
る
特
別
給
付
金

に
つ
い
て

戦
没
者
の
妻
に
六
十
万
円
（
m
年
債

遼
国
債
）
戦
没
者
の
父
母
等
に
三
十
万

円
（
5
年
償
還
国
債
）
が
支
給
さ
れ
ま

す。1
　
今
回
の
改
正
は
前
回
の
特
別
給
付

金
を
受
け
る
樅
利
を
取
得
さ
れ
た
日

か
ら
父
程
の
場
合
は
5
年
、
妻
の
場

合
は
、
同
年
を
経
過
し
た
ロ
に
お
い

て
継
続
受
給
の
櫛
利
を
取
得
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て

間
伐
の
最
終
償
還
が
終
る
と
引
き
続

い
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す。
2
　
前
回
の
特
別
給
付
金
支
給
法
に
お

い
て
受
給
櫛
を
有
し
な
か
ら
時
効
等

で
火
焔
さ
れ
た
方
に
も
請
求
櫛
が
あ

り
ま
す
。

3
　
昭
和
4
8
年
度
の
支
給
対
象
者
は
紡

回
の
特
別
給
付
金
支
給
法
で
制
定
法

（
い
ち
国
債
）
の
裁
定
を
受
け
ら
れ

た
父
母
、
妻
と
制
定
法
で
受
給
権
を

脅
し
て
い
た
が
、
時
効
な
ど
の
理
由

で
失
櫛
し
て
い
た
父
母
、
婆
で
朋
和

4
8
年
4
月
1
日
現
在
公
務
扶
助
料
及

び
遺
族
年
金
等
を
受
け
ろ
権
利
を
取

得
さ
れ
て
い
る
者
。

遺
族
等
援
護
法
及
び
恩

給
法
等
の
一
部
改
正
の
お

知
ら
せ

該
当
の
方
は
役
場
福
祉
係
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

1
　
櫛
利
発
生
は
昭
和
4
8
年
1
0
月
1
日

か
ら
で
す
。

2
　
支
那
事
変
の
期
間
本
邦
等
（
灘
洲

台
湾
を
含
む
）
に
お
い
て
勤
務
に
開

通
し
た
働
稀
に
よ
り
不
具
廃
疾
と
な

っ
た
文
官
、
軍
属
、
準
即
席
に
障
害

年
金
等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
遺
族
に
は
運
搬
年
金

簿
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

3
　
旧
雄
大
等
の
加
卯
年
が
恩
給
年
翻

訳
第
の
雄
雌
へ
卯
入
さ
れ
ま
す
。

∽
∴
夜
船
毎
の
年
数
が
1
3
年
以
上
的
年

末
湖
の
旧
軍
人
等
（
普
通
恩
給
受
給

権
者
）
で
7
0
才
以
上
の
者
、
又
は
増

加
恩
給
、
優
痛
年
金
、
特
例
傷
病
恩

給
を
受
け
る
和
才
未
満
の
普
通
恩
給

受
給
者

の
∴
在
職
年
の
年
数
が
1
3
年
以
上
4
0
年

末
湖
の
旧
呼
人
等
の
遺
族
で
7
0
才
以

上
の
者
。
ま
た
7
0
才
未
満
の
要
子
で

扶
助
料
受
給
者
（
公
務
扶
助
料
等
の

受
給
者
を
含
む
）

こ
ぞ
ん
じ
で
す
か
／

遠
賀
町
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
の
み
な
さ
ん

あ
な
た
の
お
詩
ち
の
被
保
険
者
雑
で

は、1
、
交
通
事
故
に
あ
わ
れ
た
場
合

2
、
社
会
保
険
加
入
の
資
格
が
あ
る

が
、
ま
だ
社
会
保
険
柾
が
で
き
て
な

い
場
合
は

保
険
の
適
用
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
も

し
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
た
場
合
は
、
使

用
さ
れ
た
あ
な
た
か
ら
遠
賀
町
が
負
担

し
た
7
割
分
の
診
療
費
を
返
納
し
て
い

た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
し

使
用
さ
れ
る
と
き
は
、
必
ず
役
場
保
髄

衛
生
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
は
掛
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
も

う
一
度
健
認
し
て
く
だ
さ
い
′

遠
費
回
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

ろ
み
な
さ
ん
の
家
族
に
次
の
よ
う
な
人

は
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

1
、
会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
る
人
及
び

そ
の
次
獲
家
族
。

2
、
町
外
へ
転
出
し
て
い
る
人
。

3
、
家
族
の
巾
で
亡
く
な
ら
れ
て
い
る

人。
4
、
叫
肉
で
絃
属
さ
れ
た
人
。

5
、
世
帯
主
の
変
更
を
さ
れ
た
人
。

6
、
子
供
の
生
れ
た
家
塵
。

1
．
生
活
扶
助
の
適
用
を
受
け
て
い
る

人。
8
、
会
社
な
ど
を
や
め
ら
れ
た
人
及
び

そ
の
扶
饗
家
族
。

9
、
生
活
扶
助
の
適
用
を
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
人
。

1
0
、
町
外
か
ら
転
入
し
た
人
。

右
の
よ
う
な
人
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら

今
す
ぐ
次
の
も
の
を
そ
ろ
え
て
厚
生
課

保
健
衛
生
係
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
手

続
き
が
遅
れ
る
と
還
付
金
等
が
あ
っ
て

も
お
返
え
し
で
き
な
く
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

○
　
持
参
す
る
も
の

1
、
遠
賀
町
国
民
健
康
保
険
証
、
社
会

保
険
証
（
以
上
は
現
に
か
入
し
て
い

る
吻
合
）

2
、
印
か
ん

※
　
不
明
の
点
に
つ
い
て
は
保
健
衛
生

係
に
お
討
ね
く
だ
さ
い
。

登
録
印
か
ん
（
実
印
）

の
提
示
に
つ
い
て

巳
月
号
及
び
九
月
‥
万
で
も
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
よ
う
に
、
昭
和
4
7
年
1
月
紳

目
ま
で
に
印
鑑
登
録
を
し
た
方
で
、
n

年
8
月
1
日
以
臨
、
印
鑑
柾
明
書
を
語

求
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
方
及
び
、
登
録

印
か
ん
を
提
示
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
方

は
、
1
0
月
3
1
日
ま
で
に
「
群
銀
印
か
ん

〔
実
印
）
」
を
持
氏
係
に
挑
小
し
て
く

だ
さ
い
。

（注慈）
用
あ
な
た
の
登
録
印
鑑
が
こ
れ
に
該
当

す
る
か
ど
う
か
よ
く
党
え
て
お
ら
れ

な
い
方
は
役
場
住
民
係
に
お
討
ね
く

だ
さ
い
。

㈲
「
登
録
印
か
ん
」
が
、
き
娘
、
ま
減

し
て
い
る
場
合
は
、
改
印
の
手
続
を

し
て
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
の
車
検
制
度

の
実
施
に
つ
い
て

十
月
か
ら
軽
自
動
車
に
も
車
検
が
適

用
さ
れ
る
よ
う
な
り
ま
し
た
。

こ
の
検
査
の
期
限
に
つ
い
て
は
、
「

睡
自
動
車
届
出
演
説
」
に
記
入
さ
れ
て

い
る
届
出
年
月
日
に
よ
っ
て
、
車
検
を

受
け
る
期
限
が
こ
ま
か
く
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
か
ら
掻
自
動
販
売
店
等
に
お
討

ね
の
う
え
忘
れ
な
い
よ
う
に
受
け
て
く

だ
さ
い
。

期
限
を
過
ぎ
て
桓
敬
を
受
け
て
い
な

い
と
、
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
鯵
鱈
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⑧
第
8
回
町
民
体
育
祭
の
お
知
ら
せ

1
0
月
1
0
日
の
体
詮
の
日
に
年
綱
9
時
か
ら
違
賞
申
字
校
ゲ
ラ
／
ド
で
第

8
回
町
民
体
育
祭
を
朗
碗
い
た
し
ま
す
。

競
技
は
各
区
苅
排
で
行
な
い
ま
す
の
で
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
る
よ
う
お
瓢

い
し
ま
す
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
優
勝
の
　
遠
賀
川
公
民
館
の

マ
マ
さ
ん
チ
ー
ム

◎
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
並
び
に
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
成
績

去
る
9
万
1
6
日
（
日
）
年
的
9
時
か

ら
好
天
に
恵
ま
れ
て
遠
申
、
浅
木
、
常
用

の
3
枚
で
5
0
才
以
上
の
男
子
を
対
象
に

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
家
庭
の
主
軸
を

対
象
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
の
各
大
会
が
閲
搬
さ
れ
ま
し
た
。

優
勝
戦
に
な
る
に
つ
れ
実
力
が
伯
仲

し
熱
戦
に
つ
く
熱
戦
で
終
始
し
手
に
門

を
握
る
場
面
が
何
回
も
あ
り
大
会
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。
公
民
館
関
係
者
お
よ

び
応
援
し
て
下
さ
っ
た
方
々
の
こ
協
力

を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

成
紋
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
第
一
回
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

優
勝
　
新
町
　
準
優
勝
　
老
良

3
相
　
東
町
、
出
生
洋

離
日
‥
2
。
‥
2
8
‥
‥
一
肌

〇
第
十
回
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

優
勝
　
避
賀
川
　
準
優
勝
　
新
町

3
位
　
広
渡
、
虫
生
津

◎
第
2
回
町
民
体
力
つ
く

り
走
ろ
う
大
会
開
催
の

お
知
ら
せ

寒
く
な
る
と
避
動
不
足
に
な
り
か
ら

です。
。
戸
外
で
醤
ん
な
し
て
走
り
ま
し
ょ
う

。
1
2
月
1
6
日
（
日
）
に
走
ろ
う
大
会
を

閑
雅
い
た
し
ま
す
。
毎
日
少
し
つ
つ

走
り
入
会
に
そ
な
え
ま
し
ょ
う

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
優
勝
の

訪
印
公
民
館
チ
ー
ム

①
小
学
生
低
学
年
の
穐
（
3
年
以
下
）

3
キ
ロ
②
小
学
4
年
の
那
・
3
キ
ロ
②

小
学
5
年
の
瀬
・
3
キ
ロ
④
小
学
6
年

の
沌
・
3
キ
ロ
⑥
中
半
生
の
部
・
3
キ

ロ
⑪
高
校
生
の
部
・
6
キ
ロ
⑦
昔
年
の

都
（
大
字
坐
を
含
む
）
・
6
キ
ロ
⑩
猫

～
勿
才
の
灘
・
3
キ
ロ
⑨
0
0
才
の
部
・

3
キ
ロ
⑩
4
0
才
の
灘
・
3
キ
ロ
涌
5
0
才

の
薄
・
3
キ
ロ
⑬
町
外
参
加
者
の
灘
・

6

キ

ロ

⑫
小
中
学
生
の
町
外
の
硝
坂
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

◎
第
一
回
芦
屋
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
大
会
の
お
知
ら

せ

相
聞
腫
上
競
技
会
・
置
臓
町
主
催
で

陳
紀
大
会
が
置
屋
刑
役
場
前
ス
タ
ー
ト

・
聞
旗
印
内
浦
折
返
し
の
日
本
陸
上
競

技
連
盟
公
認
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
日
本
陸
上
競
技
連
盟
叢
録
競
技
者

な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
多
数
参

加
下
さ
い
。

大
会
期
日
　
1
0
月
2
1
日
（
日
）

、
一
般
の
部
（
ハ
ー
フ
マ
ラ
レ
ン
）

u
時
ス
タ
ー
ト

o
高
校
の
部
（
0
0
キ
ロ
）
日
時
0
5
分

o
中
学
の
部
（
3
キ
ロ
）
n
時
1
0
分

申
込
〆
切
　
1
0
月
6
日
芦
屋
町
致
命

委
員
会
芦
屋
ロ
ー
ド
レ

ース係

昭
和
的
年
版
農
業
日
誌

の
申
込
に
つ
い
て

朋
和
四
十
九
年
版
投
薬
日
謎
を
左
記

の
と
お
り
斡
旋
い
た
し
ま
す
の
で
希
割

許
は
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

祀

1
　
齢
旋
価
格
　
　
五
四
〇
円

2
　
時
込
場
所
　
　
役
賜
産
業
漑

3
　
申
込
期
限
∴
∴
鵬
和
4
8
年
1
0
月
2
5

日
（
期
限
厳
守
の

こ
と
）

防
火
管
理
者
資
格
殿
得

諾
習
会
の
お
知
ら
せ

迷
致
那
消
防
本
灘
で
は
防
火
管
迎
春

の
資
格
取
得
灘
晋
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

一
、
申
込
み

1
0
月
u
H
か
ら
1
0
月
1
7
日
ま
で
に
函

込
芯
に
写
典
と
テ
キ
ス
ト
代
千
円
を

添
え
て
遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
獄
へ

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
郵
便
に
よ
る
申
込
み
は
受
付

け
ま
せ
ん
。

、
受
都
対
象
蕎

防
火
鮮
理
を
必
要
と
す
る
事
業
所
の

蘭
係
者
又
は
、
業
務
上
防
火
節
理
知

識
が
必
要
な
人
（
定
員
0
0
名
）

日
月
1
2
日
（
月
）
1
3
日
（
火
）

9
時
～
1
6
時

間
、
場
所

違
質
郡
消
防
本
灘
戚
諦

遡
健
療
メ
モ
聯

六
秒
間
の
健
康
法

健
康
の
我
本
は
体
力
で
す
。
体
力

が
あ
れ
ば
力
事
に
自
信
を
も
っ
て
働

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
体
力
づ
く
り

は
い
い
が
、
虻
が
し
く
て
そ
ん
な
と

マ
も
坊
所
も
な
い
と
い
う
人
が
い
ま

す
が
、
体
力
づ
く
り
は
ス
ポ
ー
ツ
を

し

た

り

ハ

ー

ド

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

を

し

ろ
と
い
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
筋
肉
は
、
そ
の
も
っ
て

い
る
力
の
一
分
の
二
の
力
で
二
日
厳

低
六
秒
間
運
動
す
れ
ば
、
二
週
間
で

は
っ
き
り
筋
力
が
上
昇
す
る
と
い
い

ます。ど
う
し
て
も
捌
き
そ
う
も
な
い
物

を
力
い
っ
ぱ
い
引
っ
ぼ
る
と
か
、
壁

な
ど
を
全
力
を
ふ
る
っ
て
刺
す
な

ど
、
一
日
一
回
最
低
六
秒
間
、
自
分

の
も
っ
て
い
る
最
大
の
力
を
出
し
き

る
こ
と
で
、
体
力
つ
く
り
が
で
き
る

の
で
す
。
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I
今
月
の
税
金

町
県
民
税
　
第
三
期
分

納
期
限
　
十
月
二
十
五
日

期
限
内
に
完
納
し
ま
し
ょ
う
　
ー

衛
　
生
　
だ
　
よ
　
り

賀
の
集
団
機
影
実
施
の
お
知
ら
せ

宵
の
集
団
検
診
を
左
記
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
の
で
希
望
者
は
、
役
場
保
健

衛
生
係
に
旧
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

浩

一
、
実
施
日
時
　
1
0
月
飽
日
（
月
）

午
前
9
時
5
0
分
－
同
時
0
0
分

二
、
実
施
場
所
　
遠
賀
町
公
民
館

三
、
料
金
　
千
円
（
う
ち
五
百
円
を
補

助
す
る
）

四
、
主
催
∴
遠
賀
、
中
間
匪
節
会

遠
賀
町

五
、
申
し
込
み
に
つ
い
て

検
診
希
望
者
は
、
m
月
幻
日
ま
で
に

料
金
五
百
円
を
持
参
の
う
え
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

な
お
検
診
人
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
申
し
込
み
は
、
究
訴
願
で
5
0
名
と

し
ま
す
。定

期
予
防
頼
彊
実
施
の
お
知
ら
せ

三
顧
混
合

（
百
月
セ
キ
、
ジ
フ
テ
リ
サ
、
破
傷

姐）

該
当
者

生
後
三
ケ
月
～
六
ケ
月
の
乳
児
及
び

第
一
期
（
三
回
）
の
接
種
を
終
了
し
接

穂
後
一
年
を
経
過
し
た
幼
児
（
追
加
接

霞
を
一
風
実
施
）

第
一
回

m
月
3
1
日
　
受
付

接
穂

第
二
回

n
月
滋
日
　
受
付

接
種

第
三
回

1
2
月
1
4
日
　
受
付

接
種

1
3
時
～
1
4
時

1
4
時
－
1
5
時

1
3
時
－
1
4
時

1
4
時
～
1
5
時

1
3
時
～
1
4
時

1
4
時
～
嶋
暗

○
場
所
は
い
づ
れ
も
遠
賀
叫
公
民
館

※
母
子
手
帳
及
び
印
か
ん
を
必
ず
持
参

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
当
日
は
必
ず
体
温

を
測
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

十
月
か
ら
ゴ
ミ
収
集
が
今
ま
で
の
週

一
向
か
ら
週
二
回
の
収
集
に
な
り
ま
し

た。
、
「
も
え
る
ゴ
ミ
」

。
い
ま
ま
で
月
腕
白
の
収
集
地
区
は

1
月
か
ら
月
雌
口
と
木
曜
日
の
二

回
に
な
り
ま
す
。

o
い
ま
ま
で
、
金
曜
日
の
収
集
地
区

は
十
月
か
ら
火
曜
日
と
金
曜
日
の

二
回
に
な
り
ま
す
。

二
、
「
も
え
な
い
ゴ
ミ
粗
大
ゴ
ミ
」

〇
十
月
か
ら
毎
月
第
二
上
腕
日
と
第

四
L
耀
日
に
一
緒
に
収
集
し
ま
す

の
で
、
近
所
の
人
と
協
力
し
て
、

大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
は
い
る
一
定
の

場
所
に
ま
と
め
て
出
し
て
下
さ

い
。
（
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
に
し

ます）

三
、
な
お
収
集
料
金
が
、
一
冊
満
月
縮

二
六
〇
円
に
改
定
に
な
り
ま
し
た
の

で
こ
浮
知
く
だ
さ
い
。

北
九
州
市
小
倉
区
真
鶴
町

九
州
歯
科
大
学

三
、
受
灘
対
象
者

危
険
物
取
扱
作
業
に
従
串
す
る
危
険

物
取
扱
者
で
、
危
険
物
取
扱
免
状
の

交
付
を
受
け
て
か
ら
四
年
以
上
羅
過

し
て
い
る
若
。

四
、
受
付

北
九
州
市
消
防
局

1
0
月
2
9
・
0
0
日

韓
細
に
つ
い
て
は
遠
賀
郡
消
防
木
部

予
妨
鰊
（
請
藷
3
・
1
2
3
1
）
に

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

結
亮
新
聞
社
の

奨
学
資
金
に
つ
い
て

毎
日
新
聞
社
の
新
聞
奨
学

生
四
十
九
年
度
生
受
付
中

昭
和
四
八
月
十
月
か
ら
原
爆
被
爆
者

の
手
当
の
支
給
基
準
が
改
近
さ
れ
ま

す
。
手
当
を
受
け
ろ
資
格
が
あ
る
人
は

早
目
に
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

一
、
面
識
期
限
　
十
月
三
十
一
日
（
水

）まで

二
、
出
講
先
　
　
述
質
保
健
所

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
述
賞
保
健

所
に
お
闘
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

危
険
物
坂
扱
者
保
安
練
習

会
の
お
知
ら
せ

一
、
期
日

雌
和
4
8
年
1
2
月
5
・
6
・
7
日
の
う

ち

一

口

二
、
場
所

毎
日
新
聞
和
は
東
京
地
区
、
京
阪
神
、

中
京
地
区
及
び
九
州
山
口
の
各
県
の
大

学
、
短
大
に
四
十
九
年
入
学
を
志
望
す

る
学
生
（
癌
校
生
、
浪
人
も
可
）
　
に
入

学
金
、
授
業
料
を
岱
与
す
る
新
聞
奨
学

生
制
度
を
設
け
四
十
九
年
度
生
を
受
付

中
で
す
。

こ
の
育
茶
制
度
は
学
資
、
食
費
、
偉

眉
な
ど
一
切
を
冷
英
会
が
お
世
話
す
る

制
度
で
あ
り
、
父
兄
の
負
拙
な
く
、
自

力
で
大
挙
が
軍
楽
で
き
草
葉
後
貸
与
金

を
返
済
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
が
特
徴

です。詳
細
は
右
記
に
「
は
が
き
」
に
て
申

込
め
ば
説
明
蕊
を
送
っ
て
も
う
え
ま

す。

〒
購
　
北
九
州
埴
小
倉
区
紺
屋
時

短
出
所
間
門
部
本
社
内

滝
口
寄
集
会
事
務
局

地

謡

　

5

4

1

・

3

1

3

1

読
売
新
聞
社
で
は
、
働
き
な
が
ら
自

分
の
力
で
東
京
、
天
板
、
博
多
、
北
九

州
の
天
守
ま
た
は
、
九
州
朗
工
事
脚
学

校
、
東
京
瑚
工
専
聞
学
校
に
通
学
す
る

学
雄
に
対
し
て
、
薬
草
資
金
を
貸
与

し
、
有
為
は
人
材
の
速
成
に
つ
と
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
育
英
奨
学
個
度

」
を
実
施
し
て
い
る
が
、
現
在
、
来
年

皮
の
奨
草
生
を
眺
集
中
で
す
。
詳
細
は

石
地
に
問
い
合
わ
せ
る
と
、
ハ
　
／
つ
レ

ソ
ト
と
中
込
宮
を
無
料
で
送
一
ノ
て
も
ら

え
ま
す
。

北
九
州
山
中
へ
月
申
開
利
用
∴
の
1

歳
琵
新
聞
社
内

読
売
育
英
奨
学
会
郵
務
局
（
広
」
係

語

楕

　

5

3

1

・

5

1

3

1

i

I

1

－

－

－

1

′

ヽ

ノ

ー

t

I

ー

1

－

寄
　
付
　
お
　
礼

次
の
方
か
ら
時
社
会
高
話
海
燕
会
に

ご
寓
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

出
く
わ
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封

故
　
荒
井
安
二
郎
様

尾
崎
∴
∴
熊
井
正
義
放

散
　
村
田
∴
政
次
様

速
買
川
　
村
川
井
．
十
憤

激
馨


